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国
は
大
規
模
農
業

推
進
を
重
視
し
て
い
る
が
、農

家
戸
数
、
農
家
人
口
、
農
業
生

産
額
が
減
少
し
て
い
る
中
、当

市
農
業
の
特
徴
と
特
色
は
。

　
　
　
　
稲
作
を
中
心
に
健

康
な
土
づ
く
り
に
よ
る
ブ
ラ

ン
ド
野
菜
の
生
産
、夏
季
の
冷

　
　
　
　
　
　
　
同
校
は
建

築
に
関
す
る
五
つ
の
学
科
が

あ
り
、
入
校
者
は
平
成
二
十

三
年
度
ゼ
ロ
、平
成
二
十
四
年

度
五
名
、平
成
二
十
五
年
度
三

名
、平
成
二
十
六
年
度
及
び
二

十
七
年
度
ゼ
ロ
で
す
。人
手
不

足
で
事
業
主
が
訓
練
生
を
確

保
で
き
な
い
の
が
要
因
と
聞

い
て
い
ま
す
。

　
今
後
、第
三
次
行
政
改
革
実

施
計
画
の
中
で
定
住
自
立
圏

内
で
の
広
域
的
な
運
営
の
可

能
性
を
検
討
し
て
い
く
ほ
か
、

公
共
施
設
等
総
合
管
理
計
画

で
も
方
向
性
に
つ
い
て
検
討

す
る
こ
と
と
し
て
お
り
、こ
れ

ら
の
協
議
、計
画
を
踏
ま
え
て

具
体
的
に
検
討
し
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

涼
な
気
候
を
生
か
し
た
肉
用

牛
生
産
や
養
豚
が
行
わ
れ
、耕

畜
の
バ
ラ
ン
ス
が
と
れ
て
い

る
こ
と
が
特
徴
だ
と
思
い
ま

す
。特
に
ニ
ン
ニ
ク
を
初
め
と

す
る
野
菜
農
家
や
十
和
田
湖

和
牛
や
ガ
ー
リ
ッ
ク
ポ
ー
ク

の
畜
産
農
家
は
生
産
意
欲
も

高
く
、高
収
益
に
つ
な
が
る
取

り
組
み
が
広
が
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、農
地
を
大
切
に
す
る
意

識
が
高
く
、荒
廃
農
地
の
少
な

さ
は
県
内
で
も
群
を
抜
い
て

い
ま
す
。こ
の
よ
う
な
特
色
を

生
か
し
つ
つ
、集
落
営
農
の
推

進
や
後
継
者
育
成
が
重
要
な

課
題
と
認
識
し
て
い
ま
す
。

　
　
　
　

以
前
か
ら
食
料
・
農

業
・
農
村
基
本
条
例
を
制
定
す

る
こ
と
が
農
業
者
に
希
望
を

与
え
、農
村
や
農
業
の
維
持
発

展
に
つ
な
が
る
と
訴
え
て
い

る
が
、制
定
す
る
気
構
え
は
。

　
　
　
　
時
期
は
未
定
で
す

が
、で
き
る
だ
け
早
い
時
期
に

作
成
案
を
示
し
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

　
　
　
　

職
業
能
力
開
発
校

の
現
在
の
利
用
状
況
と
今
後

の
対
応
は
。

　
　
　
　

防
犯
灯
・
街
路
灯

省
エ
ネ
ル
ギ
ー
化
事
業
の
内

容
は
。

　
　
　
　
　
費
用
対
効
果
を

調
査
し
た
結
果
、省
エ
ネ
ル
ギ

ー
化
や
経
費
の
削
減
効
果
が

十
分
見
込
め
る
と
判
断
し
、平

成
二
十
八
年
度
に
市
内
全
域

を
Ｌ
Ｅ
Ｄ
灯
に
一
括
交
換
し
、

管
理
費
等
は
十
年
間
の
リ
ー

ス
方
式
で
支
払
う
こ
と
と
し

て
い
ま
す
。平
成
二
十
七
年
度

に
町
内
会
へ
街
路
灯
の
移
管

に
つ
い
て
の
説
明
や
意
向
確

認
等
の
手
続
を
進
め
、平
成
二

十
八
年
度
早
期
に
リ
ー
ス
事

業
者
を
決
定
し
、年
内
に
は
交

換
作
業
を
終
え
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

　
　
　
　

期
日
前
投
票
所
を

ふ
や
す
計
画
は
。

　
利
便
性
や
投
票
率
の
増
加

を
考
慮
し
て
今
夏
の
参
院
選

か
ら
、イ
オ
ン
ス
ー
パ
ー
セ
ン

か
え
時
期
や
場
所
に
つ
い
て

は
、建
設
か
ら
維
持
管
理
ま
で

民
間
の
資
金
や
技
術
能
力
を

活
用
す
る
Ｐ
Ｆ
Ｉ
事
業
の
可

能
性
に
つ
い
て
調
査
し
、結
果

を
ふ
ま
え
検
討
し
て
い
く
考

え
で
す
。

　
　
　
　

市
営
住
宅
修
繕
の

自
己
負
担
の
基
準
は
。

　
　
　
　
　
構
造
上
重
要
な

部
分
及
び
老
朽
化
に
よ
り
破

損
し
た
部
分
は
市
が
負
担
し
、

入
居
者
の
不
注
意
に
よ
る
汚

損
・
破
損
部
分
の
修
繕
や
消
耗

部
材
の
交
換
等
、軽
微
な
も
の

は
入
居
者
の
負
担
と
な
っ
て

い
ま
す
。こ
の
基
準
は
市
営
住

宅
条
例
及
び
施
行
規
則
に
明

記
し
て
お
り
、入
居
の
際
に
説

明
し
て
い
ま
す
。金
崎
団
地
に

お
い
て
不
具
合
が
生
じ
て
い

る
こ
と
に
つ
い
て
は
、担
当
職

員
が
出
向
き
意
見
を
吸
い
上

げ
る
機
会
を
つ
く
る
な
ど
の

対
応
を
考
え
て
い
ま
す
。

タ
ー
十
和
田
店
と
市
民
交
流

プ
ラ
ザ
「
ト
ワ
ー
レ
」
の
二
カ

所
を
増
設
す
る
予
定
で
す
。

　
　
　
　

上
平
団
地
の
建
設

当
初
と
現
在
の
戸
数
及
び
入

居
数
、
金
崎
Ａ
団
地
・
金
崎
Ｂ

団
地
の
再
建
計
画
は
。

　
　
　
　
　
上
平
団
地
の
昭

和
五
十
年
当
初
の
管
理
戸
数

は
六
十
戸
、現
在
は
三
十
戸
と

な
り
入
居
数
は
十
六
戸
で
す
。

　
金
崎
団
地
は
公
共
施
設
の

整
備
方
針
に
よ
り
、建
て
か
え

が
示
さ
れ
て
い
ま
す
が
、建
て

一
　
般 

　
質
　 

問

食料・農業・農村基本条例制定を

早期に案を示したい

防
犯
灯
・
街
路
灯

　
　
　
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
の
早
期
実
現
を

年
内
に
市
内
全
域

　
　
　
　
　
一
括
交
換
す
る
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入校者数の低迷が続く訓練校

増設予定のトワーレ
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